
令和６年度農⼭漁村情報発信事業に係る取組概要（官⺠共創）

• ⼈⼝減への対応等の中
⻑期的な経営上の課題
の検討が進まない

• ⼈⼝減等による地域へ
の影響が不明

• 企業との交流が乏しく、
企業連携に繋がる課題
の特定が困難

④各種サービスや
プロジェクトの提⽰

③各種サービスや
プロジェクトの提案

企業へのﾏｯﾁﾝｸﾞｻﾎﾟｰﾄ
例）
・⾃治体の課題共有
• 提案機会の提供
• 意⾒交換 等

中間⽀援組織が⺠間企業リ
ストを作成した上で
• 企業がビジネスとして
メリットを感じる情報
提供（ア.⺠間企業等へ
の参画促進機能）

• 地域の声を聴いて、⺠
間企業に理解可能な⾔
葉に変換（イ.地域課題
の「翻訳」機能）

• 地域と企業に寄り添っ
たマッチングサポート
や伴⾛⽀援による着実
な事業化（ウ.マッチン
グ後の伴⾛機能）

熊本県内を中⼼とする
⺠間企業（企業、商⼯
会議所、地銀等）

熊本県内５地域程度
（熊本県むらづくり課、
市町村、農業経営者、
農村RMO、JA等）

①地域課題の把握

地域へのマッチングサ
ポート(例）
・課題をヒアリングし
把握・翻訳
• 課題の掲載
• 企業との連絡先交換
• 企業の検索
• 企業提案の選別 等

• 地域の課題が理解でき
ない（⾔語化がされて
いない）

• 地域課題に直結しない
営業活動に陥りがち

• 補助事業等の仕組みの
理解不⾜により施策を
活⽤できない

課題 課題

②地域課題の提⽰

メリット
メリット

• 企業からの各種サービ
スやプロジェクトの提
案が得られる

• 課題に応じた適正な各
種サービスを導⼊

• 地域課題の理解により
各種サービスを提案

• ⾃治体との関係構築に
よりスムーズなビジネ
ス展開

• 販路の拡⼤

九州経済産業局

マッチングを通じて形成された案件の事業化を推進 ⇒農村活性化へ

⑤地域と企業のマッチング

⑥地域と企業への伴⾛⽀援

〇 熊本県において官民共創の優良事例の掘起しを行い、検証の上レポートにまとめ、全国へ横展開（情報発信）。
〇 事例発掘の一環として、事業者の協力も得て、優良な案件形成に向けた手法の検証・構築を行う（農村地域の抱

える課題と課題を解決し得る技術と知見を有する企業とのマッチングを試行的に実施）
（令和６年度 農山漁村振興交付金「情報発信事業」）

JA熊本中央会、JA
優良な案件形成に向けた⼿法の検証・構築（マッチングの施⾏的実施）

本省及び九州農政局、
中間⽀援組織

YMFG ZONE プラニング
肥後銀⾏

0
官民共創による事業化を実現するためのポイントや効果的手法、留意点を取りまとめた手引きを作成し、全国へ横展開


